







































Examination of advance and after guidance of kindergarten 



















































２年 Ａ よい Ｂ Ｃ Ｄ 悪い
楽しかった 0 （0％） 53（65.4％） 18（22.2％） 1（1.2％）
楽しくなかった 1（1.2％） 3（3.7％） 4（4.9％） 1（1.2％）
３年 Ａ よい Ｂ Ｃ Ｄ 悪い
楽しかった 8（9.8％） 56（69.1％） 5（6.1％） 0 （0％）













集団遊び 製作 絵本・シアター 手遊び その他
２年 29 （35.8％） 28 （34.6％） 82（100％） 67（82.7％） 16（19.8％）











書類の書き方 保育技術 発達の姿 異年齢保育 その他
２年 38（46.9％） 22（27.2％） 17 （21.0％） 2 （2.5％） 2 （2.5％）
























出会いがあった 101（71.1％） 27 （19.0％） 14 （9.9％）
出会いがなかった 9 （45.0％） 4 （20.0％） 7 （35.0％）
　学生の自由記述から，目指したい保育者とは，子どもを理解する姿勢，子どもへの
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支援と指導の在り方，他者と協同する姿勢が挙げられた。２年生で初めての実習が楽
しかったと感じた学生は，保育者を目指したいという志向が強くなっていた。楽しさ
の理由としてあげられた自由記述には，実習での実践的な体験を通して，大変さの中
にも子どもとかかわることへの楽しさや，保育者の具体的な指導から学ぶことが多
かったとの記述がみられた。実習園の雰囲気の良さや実習担当者から丁寧な指導を受
けることができたという記述もあり，これらについては，玉瀬（2013）が，「保育職
への意欲には実習内容の成果だけではく，対人関係にかかわる要因が影響を及ぼして
いる」と指摘している内容と同じであった。
　多くの学生が，本学に入学する以前から保育者になりたいと思っていたが，実習で
実際に保育に携わる中で，実際に保育現場や保育者から受ける影響力は大きく，学生
の気持ちが揺れ動きその後の進路に影響を与える。実習を通して現実に向き合い，自
分が保育者に向いているのか，務まるのかを悩む学生もいる。学生にとって，自分の
目標としたい保育者に出会えることは，進路選択に重要な意味を持つことが確認され
た。
⑸　事前事後指導の改善
　以上の⑴～⑷の結果を基に，保育実習を受けて，３，４年生で行う幼稚園教育実習
の事前事後指導の授業改善を行った。教科書は，愛知県私立幼稚園連盟・愛知県保育
実習連絡協議会の「幼稚園教育実習実施要項」を踏まえて本学で作成した実習資料・
実習ノートを使用した。事前指導の内容は，幼稚園実習に向けて，実習記録の書き
方・指導計画の立案・事前の準備・留意事項等を確認しながら，実習中に必要な心構
えや基本的なマナーを身に付けられるように配慮した。また，実習後は事後指導とし
て体験を整理し，地区別の実習報告会を行うとともに，学生の実習中の課題や疑問等
に対して必要な助言や指導を行い，必要に応じて個別相談・指導の機会を作ってい
る。これらを通して学生一人一人が幼稚園実習を総括・評価することを通して，今後
の課題を明確にしていけるように計画した。授業は，内容に応じて学年別または３，
４年生合同で行い，アクティブラーニングを用いて，グループで話し合ったり（写真
１），発表したりする機会も取り入れた（写真２）。
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今後の展開
　実習を通して様々な困難，いわゆるリアリティショックを感じ，保育職を目指すこ
とを挫折してしまう学生は少なくない。リアリティショックとは，既に就職している
者が，「就職前に想像していた職務内容などに対する理想と，就職後に直面した現実
とのギャップに対処しきれず，精神的なショックを受ける状態を指す（林・新井，
2013）」が，実習段階においても同様である（谷川，2010）。このような状況を回避す
るためにも，実習を通してのリアリティショックへの対処として事後指導は大切な機
会である。同時に，学生が実習のふりかえりを通し，今後の課題を明確にする役割も
担っている。例えば，実習後の報告会等での学生同士の学びの共有化は，様々な保育
観や保育現場の実際にふれる機会として有効的である。また，実習報告会や個別相
談・指導を通して学生が経験した実習でのネガティブな経験に対して教員が客観的立
場から困難への対処方法や心構えをアドバイスする等，学生が抱くギャップの修正や
課題を可視化する取り組みも必要である。
　平成28年度全国保育士養成協議会中部ブロック第21回セミナーにおいて，平成27
年度専門委員課題研究の専門員から，事後指導の大切さについて報告され，実習を通
しての学生の学びや成長を捉える「実習チャート」の活用が提案された。今後は，学
生がふりかえりを通して自らの成長感を実感できるワークシートの内容も検討してい
きたい。
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